えがお大学院　社会起業家支援　事業計画書【記入例】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式２）

①事業実施の背景

	＜地域の課題＞

　これまで、●●地域では特産である●●の生産とそれに関連する●●が中心に行われてきたが、農業従事者及び関連業者の減少や高齢化が続き、●●の生産自体が衰退傾向にある。それにともない、地域の就労人口も●●年に比べ●％減と年々、減少の一途をたどっている。現在の安心安全・健康ブームのもと、私が生産している●●は●●に特徴があり、現在の市場動向をみると、●●の面に付加価値をつけて販路開拓すれば、この地域の新たな特産品として、地域の新産業創出や新規雇用に大きく寄与できるものである。本事業を実施することにより、●●年後には、●●％の雇用増加につながるとともに、地域の人口流失を食い止めるだけでなく、増加に転じることが期待できると考えている。

＜これまでの活動経緯・実績＞

●年●月：●●を使った加工品の開発をはじめる

●年●月：作成した加工品をイベントで試験的に販売・・・好評を得る

　　●品の加工品を試験販売：●●個販売


●年●月：地域内の菓子業者から●●の取引依頼

●年●月：地域内の菓子業者との加工開発研究開始


②事業の特徴

	（１）●●は、●●地域特有の農産物

●●は、●●地域特有の農産物であり、ここで生産された苗を他地域に持っていって生産しても、同様の物はできないため、この地域特有の農産物として地域活性化に寄与する可能性がある。

（２）●●の加工品は一般市場にでていない：希少価値

●●の加工品は、地域内の道の駅では、主婦団体が販売しているものの、常時手に入らないものである。本事業で生産加工体制が確立できると、付加価値をつけた形で●●を販売することが可能となるとともに、地域の雇用を生み出せる可能性もある。

（３）●●を基軸とした地域活性化を目指す

●●は、地域固有の農産物であるため、●●の生産をはじめ、加工販売が可能になると地域の自立的産業として確立できるとともに、地域の雇用確保も可能になり、最終的には地域活性化に寄与するものである。

（４）地域連携体制の構築

前述したように、●●の加工開発の第1段階の試作品は完成しているとともに、地域内の菓子業者と連携した開発も行っている。本事業内で●●の加工連携体制を広げることにより、●●のブランド化とともに、地域内の連携体制も構築する。・・・将来的には、他農産物のブランド開発等にも広げていく。


③事業内容

	以下の項目で事業を実施

①決起集会への参加

　特定非営利活動法人えがおつなげてが11月21日に実施する決起集会に参加し、他起業家との交流を図る。

②事前準備

　●●の収穫時期、量や歴史背景等の前提条件を整理する。これまでの活動経緯等を整理し、本事業の詳細工程、実施体制等を構築する。

③●●の成分分析

　●●の優位ポイントを実証するため、●●研究機関に依頼し、成分分析を行う。

④●●の加工試作品開発

　●●の加工試作品を開発する、パッケージや価格等も同時に検討する。検討の際には、プロジェクト会議を4回開催する。

⑤マーケティング調査

　④で生産した加工試作品を東京で実験販売する（2日間）。実験販売の際にはアンケート調査も実施する。

⑥事業計画の修正

　④⑤を踏まえ、事業計画を修正する。

⑦会社設立準備

　会社設立準備を行う。

⑧中間報告会への参加

　特定非営利活動法人えがおつなげてが平成23年2月26日に実施する中間報告会に参加し、他起業家との交流を図る。

⑨成果報告会への参加

　特定非営利活動法人えがおつなげてが平成24年2月に実施する成果報告会に参加し、他起業家との交流を図る。


④事業実施体制

	本事業は以下の体制で実施する。




















データ等























写真








【起業家】


●●　●●





【専門家】


起業の専門家


　・税理士


　・弁護士　等





【連携】


菓子業者





【連携】


地域内食業者2社





【専門家】


食加工の専門家





プロジェクト会議メンバー








